
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊郷北小学校だより 
第６号 

令和３年８月発行 
宇都宮市立豊郷北小学校 

校長 麦倉 克英 

合 言 葉 
や る 気 
がんばり 
思いやり 

 
 夏休み後半から全国的に新型コロナウイルス感染症の急拡大が進み，本県においても国の緊急事
態宣言が発出されました。このような状況の中，８月２６日から１学期終盤戦がスタートしまし
た。様々な課題が山積する日々が続きますが，今一度，一人一人が感染症防止対策の意識を高める
必要があります。学校は引き続き，対策を徹底しながら教育活動を進めてまいります。 

教職員は，授業や生活の中で「分かった」，「できた」，「考えられた」，「楽しかった」などと，成
就感や達成感を実感する児童の姿が指導者としての原動力になります。したがって，コロナ禍でも
児童の持てる力を期待しながら，一歩前進する変容を引き出すことができるよう努め，学びを止め
ないようにしたいと考えています。 

ただし，現状のような難局を乗り越えるには，保護者や地域の方のお力添えも必要です。危機に
直面した時こそ，三位一体の組織力の真価が問われていると言っても過言ではありません。これか
らも皆様のご理解を賜りながら共に取り組んでまいりたいと思いますので，ご協力のほどよろしく
お願いいたします。 
 また，しばらくは残暑が厳しい日が続くと思われます。熱中症にも気を付けて学校生活を送らせ
ていきます。 

豊北の学びは止められない 
学校の様子はホームページから 

  

７月２１日（水）・７月２６日（月）～２８日（水） 

 ４日間に渡りお子様のご家庭での様子を聞かせ

ていただきましてありがとうございました。学校

としましては，夏休み前の学習や生活の様子を伝

えながら，情報交換することができたと考えてい

ます。一家庭２０分程度という限られた時間でし

たので，もう少し話をしたいという方もいたかも

しれません。今後も，お子様を健全に育成していく

共通の目標を学校と家庭が共有して取り組んでい

く所存です。今後もお子様のことで気になること

がありましたら，遠慮なく 

ご連絡ください。 

暑い中，ご来校いただき 

ましてありがとうございま 

した。 

お世話になりました：個人懇談 
 

７月２１日（水） 

 校舎内１，２階蛇口の一部をレバー 

ハンドル式に変えました。これまでの 

頭を持ってひねるタイプのクロスハンドルより

も弱い力で開け閉めできる利点があります。 

 また，新型コロナウイルス感染症対策として

近年注目されており，少ない接触面で利用する

ことができます。他県他市の学校ではこの蛇口

が増えてきている報道もありました。 

どうしても予算に限り

があるため，全ての蛇口

を一度に交換することは

できませんが，少しずつ

整備できればと考えてい

ます。 

少しでも使いやすく 

緊急事態宣言下における主な取組として 

感染リスクをより低減

させるため，下校時刻を早

める短縮日課を８月２７

日から実施しました。ご家

庭でも不要不急の外出は

控え，自宅で過ごすようご

指導ください。 

ここでは，直近の取組を

紹介します。 

○登校時のワンプッシュ！ 

 昇降口前で養護教諭や校長がアルコ

ールスプレーで児童の手指を消毒して

います。「おはようございます。」，「あ

りがとうございます。」と，さわやかな 

あいさつが 

できる児童 

が増えてい 

ます。 

○自教室清掃 

 可能な限り他学年との交流を避けるた

め，縦割り班による清掃から自分の教室

をきれいにする形にしました。ただし，

５，６年生は特別教室やトイレなどを担

当してくれています。 



教職員は，各教科指導やプログラミング教育など様々な研修会に参加して専門
性を磨くとともに資質向上に努めました。校内でも全教員による研修の機会を設けました。ここでは，主な
ものを紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
７月１２日（月）５年生／１４日（水）６年生 

 ２日間にわたり山木教諭（体育科専門）の指導の
もと，服を身に着けたまま水中で動く活動をしまし
た。学習指導要領で位置付けられている高学年での
実施となります。 

まずは，ゆっくりプールの中に入り，手足を伸ば
して浮かぶ練習をしました。始めはすぐ底に足を付
けてしまう児童が多く見受けられましたが，何度も
挑戦しているうちに，浮く時間が伸びていました。
併せて息を肺に十分入れることの指導を受けまし
た。 

つぎに，２リットルのペットボトルを胸に抱いて
浮かぶ体験をしました。こちらは，ラッコのような
「背浮き」の姿勢を保ち，上手に浮かぶことができ
た児童が多かったです。 

大切なことは，緊急の時は慌てず落ち着いて学ん
だ姿勢がとれることです。来年度もこのような体験
学習を行い，意識付けを図ろうと考えています。 
 

  
７月１４日（水） 

 水泳の授業が終盤にさしかかった 
時期でしたが，中央消防署職員を招 
いて研修を実施しました。この度は， 
緊急時の救急法を身に付けるともに，自動体外式除
細動器（AED）の仕組みと使い方について理解する
ことをねらいとしました。本校教職員はこれまでに
何度かAEDの使い方については指導を受けていま
す。しかし，実際に使う場面に遭遇するのはなかな
かないため，年１回はこのような研修で再確認する
ことは必要と考えています。いざというときに落ち
着いて対応することが大切です。ちなみに，本校の
AED は体育館正面入口にありますので，ご承知お 
きください。 

 

着衣水泳で浮かぶ体感 

夏休み中の職員研修報告 

  
８月２６日（木）朝 

 長い夏休みが終わった最初の登校日，
朝の時間を活用して校内テレビ放送で
朝会を行いました。  

校長から新型コロナウイルス感染症
対策として自分ができることをしっか
り行うことやコロナ差別はいけないこ
と，そして友達と仲良く協力しながら，
実り多い１学期になるように頑張ろう
などと話しました。 

１学期も残り３０日：校長朝会 

緊急時の対応を学ぶ 

体育館正面入り口 → 入った右壁に設置しています。 

  
７月３０日（金）朝 

 学校のホームページの閲覧回数がのべ２０万回を超えました。
日々ご覧いただいている皆様のお陰と感謝いたします。昨年の秋か
らカウンタの記録を付けていますが，８月下旬までの推移はグラフ
のとおりです。これからも学校の様子を可能な限り迅速かつ分かり
やすく提供 
していきたいと考え 
ています。 

引き続き，お時間 
の許すときは目を通 
していただけますと 
幸いです。 

閲覧に感謝いたします：アクセス２０万回超え 

学校だよりのカラー版はホームページ「各種たより」内からご覧いただけます。 

７月２６日（月）：英語絵本の使い方 

 研究主任の指導のもと，読み聞

かせを行う場合のポイントや気を

付けることなどを，実践しながら

学びました。 

 

７月２８日（水）：ALT との授業 

 外国語教師派遣事業会社の協力

を得て，ALT３名を招いてクイズ

の出し方などの指導法を練習しま

した。 

７月２９日（木）：学級集団づくり 

 講師を招き，学級経営や児童理

解に関する話を聞きました。事例

を踏まえ，４グループに分かれて

意見を交 

換し，全 

体で共有 

しました。 
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